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今月の総豊臣徴収t主次のとお争行ないます。
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場所山山然豊島幸・穏主主-li!Yタ四

の3期分です
内定資産 1首
都市計両数

戦
傷

者
戦
没
者
遺
族
等

援
後
法
等
の

と
な
っ
た
と
主
唱
な
い
殺
に
後

麟
伎
に
係
る
洛
族
年
金
を
支
給

す
る
。

M
H

家
人
欄
品
開
純
情
人
は
家
人
怒
震

で
あ
っ
た
賓
が
級
殺
ニ
十
匁
九

月
一
一
日
以
後
則
引
き
続
き
海
外

門
教
品
端
で
あ
っ
た
地
縁
〉
に
あ

っ
て
、
家
人
樹
車
問
持
た
る
終
的
淵
の

事
情
に
糊
栂
速
し
て
死
亡
し
た
場

合
に
、
そ
の
滋
族
に
漁
族
学
金

及
び
同
哨
劇
部
A
嵐
官
支
給
す
る
。

殺
傷
翁
者
社
特
別
相
寵
弛
眠
法

紛
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日

以
後
の
本
朝
刊
等
に
お
い
て
勤
務

に
附
間
遠
し
て
鯵
病
に
か
か
り
、

こ
れ
に
よ
号
帽
怖
に
岨
み
兵
務
終
の

淡
鎗
(
鯵
近
数
度
以
上
〉
に
あ

る
朝
早
人
第
潟
又
は
融
中
国
阜
出
酬
で
あ

っ
た
者
等
に
期
間
輔
質
的
給
付
等
を

行
な
う
。

部
改
正

州
判
長
期
入
肺
脱
出
品
者
に
支
給
す

る
療
務
手
当
の
汚
柑
械
を
開
口
千
八

夜
間
付
{
現
行
総
千
二
夜
間
け
〉
に

ひ
き
あ
げ
る
。

戦
没
者
等
の
婆
に
掛
川
す
る

緑
樹
期
総
狩
金
支
M

輯
持
躍
に
つ
い

てハ
支
払
制
対
象
)

初
昭
和
抑
制
間
十
笈
年
援
護
法
の

後
廷
に
よ
る
総
州
問
調
お
努
φ
学

義
勇
隊
員
に
つ
い
て
の
公
務
府
間

療
の
飽
測
の
獄
大
〈
昭
線
二
十

八
警
九
湾
総
母
公
務
篠
山
間
)
に

よ
れ
フ
鴨
池
族
給
与
金
を
支
給
さ

れ
、
当
時
納
品
唱
の
死
亡
が
緩
和
一
品

十
八
年
一
一
一
月
一
以
十
一

H

時
棉
別
で
あ

る
こ
と
。

緑
樹
単
人
家
間
胸
以
炉
事
変
裁
も
し

く
は
崎
明
敢
に
て
在
験
中
死
亡
又

は
数
輸
相
網
開
速
し
て
死
亡
し
、
そ

の
死
亡
が
滋
族
年
金
の
支
給
事

自
に
締
岡
山
活
し
な
い
場
合
に
つ
い

て
、
昭
和
総
十
支
傘
改
一
兆
法
に

よ
り
遺
族
年
金
合
支
払
相
き
れ
た

も
の
。品

門
的
お
よ
び
制
刊
に
該
当
し
、

開
削
税
関
間
十
六
年
十
月
…
日
浅
窓

生
存
し
て
い
る
品
明
。

戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す

る
衿
別
給
付
会
支
給
に
つ
い

て品
開
組
問
総
務
管
年
義
務
隊
員
に

つ
い
て
の
公
務
取
開
策
白
筋
綴
の

採
火
等
に
よ
れ
ソ
、
遺
族
学
金
又

は
逃
絞
給
与
余
の
受
給
権
者
一
饗

す
る
に
軍
一
っ
た
戦
没
載
の
父
母

等
に
支
給
す
る
。

殺
傷
{
稿
者
等
mw
棄
に
耐
持
す

る
緑
樹
朗
給
付
金
支
絵
に
つ
い

て
川
町
殺
傷
然
活
m
u
条
件

出
関
蛸
開
発
生
が
綴
十
二
年
七
月

七
nH
以
後
で
開
閉
コ
?
?
λ
年
題
対

-
器
棚
姉
義
的
不
ゑ
臨
時
疾
の
滋
岬
慌

が
第
玄
数
総
〈
伺
柑
諦
間
関
紳
肌
窓
}

に
よ
事
肘
間
然
獄
絵
世
帯
を
受
給
し

て
い
た
索
。

例
議
の
条
件

附
m和
三
十
八
年
四
月
ゴ
討
に

お
け
る
務
で
ゐ
号
1

緩
和
路
十

六
年
十
月
ゴ
時
混
在
生
+
存
し
て

お
9
昭
和
相
附
間
十
六
年
十
万
一
銭

前
ま
で
特
別
給
付
金
失
格
等
療

内
開
問
幾
凝
血
耳
、
紫
綬
簿
v
v
い該

当
し
て
い
な
い
索
。

川門
M

間
同
刊
の
条
件
に
皆
同
ほ
捕
す
る
占
殺

に
は
延
t
H
E
H
の
捌
開
後
を
支
給
す

る。
入
品
品
ハ
後
回
目
〉
途
ぷ
等
部
品
亡
品
噛

の
遺
族
同
い
対
す
る
特
別
支
出
向

金開
制
綴
十
二
年
七
月
七
倍
以
後

繁
人
又
は
融
取
家
人
と
し
て
の
勤

務
に
つ
く
た
め
滋
融
問
な
く
入
営

繕
す
る
殺
が
‘
そ
の
入
営
等
の

途
上
に
お
い
て
、
廿
入
は
終
戦
当

略
吋
に
お
い
て
後
長
崎
柑
に
よ
れ
ノ
周
期

四
抑
ナ
る
軍
人
、
轍
中
笈
入
で
あ
っ

た
遜
が
‘
そ
の
掴
掃
何
時
の
途
上
に

縫
い
て
.
自
己
の
資
v
h

腕
揮
す
る

と
と
が
で
脅
な
い
事
品
開
に
よ
号

死
た
し
た
場
合
に
は
‘
死
亡
者

の
遊
荻
に
特
別
支
給
す
る
。

Mm

総
抑
制
に
つ
い
て
は
、
中
市
役

綬
尚
徳
歓
楽
務
時
的
で
お
な
ず
ね

く
だ
さ
い
。

恩
給
法
改
正
の
お
知
ら
せ

と
し
て
算
入
す
る
線
、
制
棋
院
が

な
さ
れ
て
い
た
が
、
今
開
問
ζ

の

制
制
限
が
備
問
痢
聞
き
れ
九
拡
滋
的
に
崎
将

入
さ
れ
る
。

織
務
総
凝
り
傷
者
に
対
す
る

終
側
関
捕
前
再
開
間
部
仏
闘
の
す
総

的
軍
人
ま
允
は
沼
港
繁
人
が

mm和
十
六
畳
十
コ
月
八
日
以
後

本
朝
刊
・
靭
終
‘
台
湾
お
よ
び
務

総
等
の
崎
地
域
に
お
け
る
在
職
叫
期

間
内
に
お
い
て
、
そ
母
激
務
に

関
議
し
て
負
傷
、
ま
た
は
演
出
納

に
か
か
っ
た
場
合
、
そ
の
で
小
兵

務
疾
ま
た
は
傷
黙
の
袋
皮
V
N

応

じ
て
支
給
す
る
。

以
上
が
改
亙
点
の
あ
ら
ま
し

で
す
が
、
手
柑
紙
曽
等
に
つ
い
て

階
窓
人
等
の
畿
地
外
戦
務
刻

T

小
拐
な
ぷ
が
あ
一
号
ま
し
た
ら
市

算
年
お
よ
び
議
縫
職
務
綴
算
役
内
線
祉
事
務
燃
に
お
問
い
合

年

町

家

入

せ

く

だ

窓

い

。

国
刑
務
人
箪
震
に
か
か
る
内

務
慾
給
お
よ
び
一
務
扶
助
料

の
支
総

①
下
士
官
以
上
の
問
問
軍
人
と

し
て
の
者
数
年
(
知
期
務
停
役
含

む
)
が
ブ
年
以
上
で
、
氾
家
人

ま
た
は
協
議
滋
(
判
筏
官
以

上
)
と
し
て
割
引
き
絞
〈
在
緩
和
や

が
一
一
一
年
以
上
七
年
来
総
で
あ
る

者③
侶
寧
援
と
し
て
、
ま
た
は

問
問
草
間
胸
か
、

m
出
家
人
に
転
じ
た

者
の
、
引
き
絞
く
実
夜
融
開
制
ザ
が

百
一
年
以
上
七
年
来
機
で
あ
る
者

③
m
w
お
よ
び
@
に
該
泌
す
る

点
唱
の
選
抜

峠
凱
鳴
山
総
抽
地
時
執
務
知
胸
算
・
時
帆
銭

外
験
務
お
樹
持
，
教
銀
総
轄
#
・

浸
水
綴
加
智
ぞ
戦
前
串
加
算
'

r
小
銭
臨
開
業
務
加
算
・
晴
雄
持
庁
航

海
加
鳴
で
眠
時
帰
陣
軸
抑
枇
割
和
朗
算

戦
級
品
拘
禁
制
刑
期
の
沼
田
築
制
制

限
の
換
機

殺
制
部
品
鳴
と
し
て
、
拘
禁
さ
れ

て
い
た
刑
期
間
関
は
、
持
賢
明
期
総
絵
最

湖
沼
年
間
棋
に
漆
す
る
ま
で
を
際
皮

タパコiま市内で

小
児
マ
ヒ

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

小
児
匂
ヒ
止
ム
ワ
グ
チ
γ
m
w
投

与
令
次
の
担
制
輯
晴
、
行
な
い
ま
す

の
で
一
一
掬
欽
ん
で
い
な
い
人
は

棋
既
得
れ
ソ
時
点
闘
機
で
投
与
令
受
け

て
く
だ
事
い
。

小
児
マ
ヒ
使
命
ヲ
グ
チ
シ
は
一
一
一

綬
摘
出
会
で
す
が
、
ご
出
の
投
与

で
は
一
番
強
い
樹
間
前
り
み
め
免
疫

が
で
-
意
ま
す
の
で
、
…
問
問

t
二

回
閥
的
関
回
聞
は
棚
関
係
な
く
H
W
ず一一

回
投
与
な
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
，
ど
ー
ん
ス
叩
械
で
ナ
の

で
、
銀
総
等
の
ピ
l
ι
w
R
K
…

拙
閣
に
な
る
主
免
疫
の
鈴
巣
が
蜘
朋

待
で
き
ま
ぜ
ん
@

輸
措
療
な
人
明
、
も
体
調
齢
世
必
ず

制
問
笈
し
て
問
問
診
察
を
紀
入
し
役

μ

令
官
受
け
て
く
だ
さ
い
e

制v
該
議
議
開
昭
和
問
問
十
六
匁
八

お月一一一十…
H
H
H
附
議
に
ゑ
ま
れ

た
人

V
臨
時
酬
問
い
ず
れ
治
会
場
も
午

後
二
臨
時
か
ら
三
時
ま
で
で

す。牟
申
小
・
年
始
の

ゴ

ミ

収

集

十
二
月
一
一
一
十
一
詩
か
ら
凶
明
記
a

n
n
m
a
ま
で
き
十
年
始
の

体
際
的
た
め
ゴ
ミ
収
集
は
行
な

い
ま
せ
ん
。
と
の
燃
は
、
各
家

時
揮
で
加
持
管
し
て
お
い
て
い
た
だ

者
た
い
と
側
部
い
ま
す
。
路
上
等

に
緩
み
上
げ
な
い
よ

F
に
お
悩
聞

い
い
た
し
ま
す
。

な
れ
相
、
明
年
…
月
五
日
か
ら

は
平
常
ど
お
れ
ツ
ゴ
芝
収
集
b
g
行

な
い
ま
す
。

1本tr.f守品，9.3主義務t乙入P

車
両
晶
邸
機
告
説
明
会

附
附
刷
抑
制
間
十
六
年
分
間
間
得
税
の

管
色
申
品
開
決
算
税
同
明
会
お
よ
び

年
末
端
附
殺
説
明
会
を
次
む
と
お

号
行
な
い
ま
す
の
で
、
交
に
郵

送
淡
め
総
務
常
時
枇
曹
を
ど
持
参
の

う
丸
山
山
静
聞
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
総
務
に
必
要
な

雲
は
き
品
別
場
で
品
識
し
上
げ

ま
す
。

A
V
口
同
時
吋
十
以
同
月
七
E
午
後
一

時
吋
か
ら

@
場
筑
波
孫
子
市
役
所
大
会

潜血車

738 

育

児

判

明

談

十
二
月
育
児
制
相
談
は
次
の
隠

滅
で
行
な
い
ま
ナ
の
で
、
お
受

け
く
だ
古
い
。

時
吋
僚
は
、
い
ず
れ
も
午
線
九

臨
吋
一
ニ
十
分
か
ら
十
二
時
三
十
分

ま
で
と
午
後
一
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
で
す
。

な
お
、
布
佐
治
区
に
つ
い
て

は
間
関
学
一
月
に
行
な
い
ま
す
。

行

政

相

梢

融

制

人
体
構
機
緩
拐
殺

十
二
月
時
行
政
相
朝
議
お
よ
び

人
協
問
機
数
相
相
談
は
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
め
で
と
刊
判
開
問
〈
だ

犬、ぃ。
国
守
口
同
時
吋
十
ご
丹
二
十
級
品
午

前
十
砕
か
ら
午
後
三
時
ま
で

V
議
所
我
報
開
平
中
市
対
抗
内
災
柏
崎
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特
年
度
の
歳
入
総
額
は

十
八
龍
一
千
七
百
万
円

前
年
度
に
比
し
二
十
%
の
増

の
諸
問
さ
ま
の
ご
選
制
鮮
と

ど
協
力
に
よ
り
冬
澱
家

業
が
お
磁
ど
お
り
災
泌

さ
れ
て
お
ワ
ま
す
こ
と

を
深
く
感
謝
裁
い
た
し
ま

す
。

当
市
に
お
い
て
は
近

郊
都
市
と
し
て
人
口
機

加
に
伴
い
財
政
務
姿
も

揖
脅
し
く
滋
加
し
て
お
ち

ま
す
。
昨
年
度
は
学
校

時
開
設
・
道
路
整
備
枯
怖
の

問
削
和
相
関
口
十
気
度
の
決
然

状
況
と
腕
出
如
何
四
十
六
年

度
上
半
郊
予
採
の
執
行

状
況
に
つ
い
て
公
表
い

た
し
ま
す
。

帝
国
共
就
任
以
災
市
民

8
慾

3
慾

び議事報

昭和45年度決算の状況

{一般会計}

f聖書三種錦便物録時3
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譲二日

間ハハ同一

3 
Il! 

谷
川
畑
察
業
を
執
行
い
た

し
ま
し
た
。
本
年
波
も

ご
み
焼
却
場
、
役
宅
建

設
等
の
樹
明
蜘
米
山
川
市
犬
始
糊
さ

れ
ま
す
。
醐
嶋
崎
械
の
整
鑓

さ
れ
た
伎
み
よ
い
総
，
つ

く
り
の
た
め
に
滋
迭
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
よ
ち
一
一
綴
の
ご

協
カ
安
お
願
い
い
た
し

ま
す
。一

綾
合
計
の
決
算

歳
入
に
つ
き
ま
し
て

は
、
総
額
十
八
億
一
千

七
百
四
十
六
万
波
千
円

で
昭
和
問
十
飽
和
叩
度
に

比
べ
二
十
六
・
ニ
パ
ー

セ

γ
ト
の
治
加
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

…初年度-
4l-fii:千円)

主な鰭設事業

|昭和46年痕予算の執行状況I46.9限

主義 Ifj 

-に詞目玉己主

重手係資閤建設

し尿処五銭械設祭儀

道路新設改良

事IIr主計画街路

都市下水道

{一銭合計)

機
成
制
副
会
は
、
務
総
の

一
一
一
十
三
パ
セ
ン
ト
を

ト
ッ
プ
に
、
川
崎
ガ
交
付

税
二
十
パ

i
セ
ジ
ト
、

負
叙
金
ナ
ム
ハ
パ
i
セ
γ

ト
と
な
っ
て
お
ち
ま

す。
十
倍
貌
の
徴
収
倫
中
山
u
、

前
年
癖
伐
と
ほ
ぼ
問
問
じ
九

十
二
・
一
パ

1
セ
y
ト

と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
市
民
の
後

(時!(jLf-F号}

笠号!妻美綴

1，414 

5，503 

3，746 

22 

3告S

469 

105 

66 

3，310 

(特別会野)

ざ
ま
の
ご
協
力
企
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

歳
出
に
つ
き
茨
し
て

は
、
総
州
側
十
七
億
一
千

六
夜
ニ
十
二
万
一
一
一
千
符

の
淡
繁
と
な
り
、
土
木

費
三
億
六
千
七
百
六
十

万
円
で
全
体
の
ニ
寸
一

パ
i
セ
ジ
ト
合
お
め
、

次
に
数
湾
焚
三
億
二
千

七
一
段
万
円
、
十
九
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